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【令和元年　第３回（９月）定例会】
会　期　令和元年９月１０日～２５日（１６日間）

人事案件（２件）・決算認定（６件）・補正予算（４件）・条例制定（１件）
条例改正（６件）・契約議決（１件）・決算特別委員会の設置（１件）
決算特別委員会の委員の選任（１件）・意見書（２件）  　　　　計２４件

　

王
寺
町
教
育
委
員
の
東

中
有
紀
氏
が
９
月
30
日
付

け
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
き
、
委
員
と

し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
元
年
10
月
１

日
～
令
和
５
年
９
月
30
日

　

地
方
自
治
法
第
百
条
第

十
三
項
及
び
王
寺
町
議
会

会
議
規
則
第
百
二
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
、
全
議
員

を
派
遣

【
派
遣
内
容
】

①
全
議
員
研
修
１

・
期
間　

10
月
24
日

・
場
所　

滋
賀
県
長
浜
市

・
目
的　

鉄
道
を
利
用
し
た

観
光
振
興
と
広
域
連
携

に
関
す
る
視
察

②
全
議
員
研
修
２

　

人
権
擁
護
委
員
の
大
西

い
つ
子
氏
、
中
山
信
廣
氏

が
12
月
31
日
付
け
で
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
大
西

氏
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
委
員
と
し
て
推
薦
し
、

中
山
氏
の
後
任
に
、
小
笠

原
武
氏
を
推
薦
す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
２
年
１
月
１

日
～
令
和
４
年
12
月
31
日

【
決
算
特
別
委
員
会
】

〈
６
案
件
〉

●
「
一
般
会
計
」・「
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
」・

「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
」・「
下
水
道
事
業

特
別
会
計
」・「
介
護
保

険
特
別
会
計
」・「
水
道

事
業
会
計
」
の
６
会
計

の
決
算
認
定

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

〈
４
案
件
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

●
成
年
被
後
見
人
等
の
権

利
の
制
限
に
係
る
措
置

の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
の
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
王
寺
町
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
野
外
キ
ャ
ン
プ

場
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

業
務
用
Ｐ
Ｃ
で
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
保
守
サ
ポ
ー

ト
が
終
了
し
、
機
器
の
劣

化
が
進
ん
で
い
る
ノ
ー
ト

型
Ｐ
Ｃ
（
87
台
）
の
買
替

え
に
伴
う
も
の
。
奈
良
県

電
子
自
治
体
推
進
協
議
会

主
催
の
共
同
調
達
（
県
内

22
市
町
村
が
参
加
）
で
、
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
、
㈱

大
塚
商
会
Ｌ
Ａ
関
西
営
業

部
が
４
億
６
千
３
８
８
万

２
千
４
０
０
円
（
税
抜
き
）

で
落
札
し
、
本
町
分
の
契
約

額
は
、
消
費
税
額
を
含
め
、

１
千
６
７
２
万
３
千
３
６
８

円
で
契
約
す
る
も
の

【
議
会
改
革
特
別委

員
会
報
告
】

・
第
４
回
委
員
会

・
開
催
日　

９
月
18
日

（
内
容
）

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問

の
要
旨
の
掲
載
に
つ
い
て
、

住
民
皆
様
に
内
容
を
よ
り

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

に
、
①
現
行
で
は
、
原
則
、

１
問
目
の
質
問
・
回
答
の
掲

載
を
今
後
は
、
２

問
目
以
降
の
質

問
・
回
答
も
掲
載

で
き
る
こ
と
の
意

思
統
一
②
掲
載
内

容
に
つ
い
て
は
議

会
広
報
編
集
委

員
会
に
お
い
て
精

査
し
、
内
容
に
疑

義
が
生
じ
た
場

合
、
質
問
議
員
は

そ
の
対
応
に
応
じ

る
こ
と
③
当
初
の

【
議
員
派
遣
】

①
議
員
人
権
研
修
会

・
期
間　

８
月
５
日

・
場
所　
奈
良
県
市
町
村
会
館

・
派
遣
議
員 

大
久
保
議
員
、

楠
本
議
員

②
正
副
議
長
研
修
会

・
期
間　

８
月
７
日

・
場
所　
奈
良
県
市
町
村
会
館

・
派
遣
議
員 

中
川
議
長
、

沖
副
議
長

※
①
及
び
②
の
研
修
会
は
奈

良
県
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
研
修
会

【
議
会
改
革
特
別委

員
会
報
告
】

・
第
２
回
委
員
会

・
開
催
日　

７
月
19
日

　

平
成
30
年
度
の
各
会
計

決
算
の
審
査
を
行
う
た
め

に
設
置
。
議
長
及
び
議
会

選
出
監
査
委
員
を
除
く
全

議
員
（
10
名
）
が
委
員
に

選
任

王
寺
町
教
育
委
員
会
の

委
員
の
任
命
同
意

【
原
案
同
意
】

議
員
の
派
遣【

可　

決
】

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

【
原
案
推
薦
】

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の

購
入
契
約【

原
案
可
決
】

決
算
特
別
委
員
会
の

設
置
・
委
員
の
選
任

【
原
案
可
決
】

委
員
会
付
託
案
件

9月
定例会

本
会
議（
９
月
10
日
）

本
会
議（
９
月
25
日
）

閉
会
中
の
報
告

議会報告事項
【閉会中・開会中】

開
会
中
の
報
告

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

〈
７
案
件
〉

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

●
王
寺
町
印
鑑
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
●
王
寺
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者

負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
上
水
道
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

〔仮称〕王寺義務教育学校(北)一次造成工事の視察

・
期
間　

10
月
25
日

・
場
所　

滋
賀
県
大
津
市

・
目
的　

膳
所
駅
北
側
駅

前
広
場
及
び
駅
周
辺
整

備
推
進
事
業
の
視
察

③
生
駒
郡
・
北
葛
城
郡
町

議
会
議
員
合
同
研
修
会

・
期
間　

10
月
30
日

・
場
所　

安
堵
町
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー

・
目
的　

講
演
会
へ
参
加

④
奈
良
県
町
村
議
会
議
長

会
全
議
員
研
修
会

・
期
間　

11
月
７
日

・
場
所　
奈
良
県
市
町
村
会
館

・
目
的　

講
演
会
へ
参
加

（
内
容
）

①
改
選
後
に
お
け
る
議
会
改

革
を
推
進
す
る
た
め
の
小
委

員
会
を
設
置

②
小
委
員
会
の
委
員
に
小
山

議
員
、
玉
守
議
員
、
松
岡
議

員
、
鎌
倉
議
員
、
楠
本
議
員
、

幡
野
議
員
を
選
任

・
第
３
回
委
員
会

・
開
催
日　

９
月
３
日

（
内
容
）

　

小
委
員
会
（
８
月
16
日

開
催
）
に
お
い
て
、
各
議
員

か
ら
提
案
の
あ
っ
た
議
会
改

革
検
討
項
目
に
つ
い
て
、
分

類
し
優
先
順
位
を
つ
け
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
①
最
優
先
で
取
り
組
み

を
行
う
項
目
の
主
な
取
り
組

み
と
し
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
の
導
入
」、
②
順
次

取
り
組
み
を
行
う
項
目
の
主

な
取
り
組
み
と
し
て
、「
本

会
議
、
委
員
会
で
の
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
利
用
」、
③
即

対
応
可
能
な
項
目
と
し
て
、

「
一
部
事
務
組
合
選
出
議
員
、

他
の
委
員
会
選
出
委
員
は
審

査
事
項
等
の
報
告
を
行
う
こ

と
」、「
議
会
傍
聴
人
名
簿
の

記
入
を
１
枚
の
用
紙
に
１
名

質
問
内
容
と
再
質
問
の
内
容

が
か
け
離
れ
た
も
の
は
掲
載

し
な
い
④
現
行
の
文
字
数
は

変
更
し
な
い
こ
と
⑤
質
問
と

回
答
の
文
字
数
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
す
る
こ
と
を
確
認

【
視
察
】

・
開
催
日　

９
月
19
日

（
内
容
）

①
王
寺
南
小
学
校
に
て

・
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
授
業
見

学
、
空
調
設
備
の
視
察
、

給
食
試
食
会

②
王
寺
中
学
校
に
て

・〔
仮
称
〕
王
寺
義
務
教
育
学

校
（
北
）
一
次
造
成
工
事

の
視
察
、
空
調
設
備
の
視

察

意

見

書

提
出
者　

北
村　

達
夫

大
和
川
上
流
域
に
お
け

る
治
水
事
業
の
促
進
を

求
め
る
意
見
書

【
原
案
可
決
】

提
出
者　

小
山　

郁
子

大
和
川
流
域
に
お
け
る

治
水
事
業
の
促
進
を
求

め
る
意
見
書【原

案
可
決
】

※
意
見
書
は
６
・
７
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

記
入
と
す
る
単
票
方
式
と
す

る
こ
と
」
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告

さ
れ
、
議
会
改
革
特
別
委
員

会
に
お
い
て
承
認

生駒郡・北葛城郡町議会議員合同研修会

（１０月３０日　安堵町福祉保健センター）
講師：田崎 史郎 氏（政治ジャーナリスト）
演題：政権の課題と『ポスト安倍』の行方
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本会議での採決結果（9 月10日・25日）

議　　案　　名 結　果

玉
守　

数
叔

若
林　

か
ず
み

坂
下　

早
苗

北
村　

達
夫

小
山　

郁
子

大
久
保　

一
敏

沖　

優

子

松
岡
ま
さ
ゆ
き

鎌
倉　

文
枝

楠

本　

勝

幡
野　

美
智
子

平成 30 年度王寺町　一般会計
歳入歳出決算の認定について

原案認定 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

平成 30 年度王寺町　国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

原案認定 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

平成 30 年度王寺町　後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について

原案認定 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

平成 30 年度王寺町　介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

原案認定 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

平成 30 年度王寺町　水道事業会計
決算の認定について

原案認定 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

賛成＝〇　反対＝●　（議長は採決に加わらない。）

王寺義務教育学校（北・南）整備に係る費用が計上され
ている。義務教育学校（北）については、児童生徒数が
千人超の大規模校となり、一人ひとり行き届いた教育がで
きるかが懸念され、義務教育学校（南）については、６年
生になる児童がリーダーシップを発揮できるかが懸念され
る。義務教育学校は王寺町には合わないと考える。又、
観光振興費が計上されている。今までの観光への投資に
対する効果や賑わいがどうであったかだけでなく、今後、
どうしていくべきか、冷静な判断が必要である。又、まち
づくり基本計画策定については、自治会長や役員だけでな
く、地元住民との直接対話が最重要課題と考え、その実
行を求める。

高すぎる保険料のさらなる値上げが行われた。又、資格
証明書の交付は、被保険者を医療から引き離すものであ
り交付は認められない。加入者への負担増、給付減を押
し付ける制度である。

本町の保険料は県平均に比べて高く、前年度と比べても
増加している。低所得者で構成される本医療制度は、そ
の制度設計の視点を医療費削減、自己負担増に置いてい
る。

低所得者ほど保険料負担割合が高い。生活援助に制限
をかける給付抑制は、利用者の自立支援に役立つとは言
えない。利用者への負担増、国の公的給付の削減を反映
した制度である。

建設改良費の不用額について、補正等の処理をすべきで
ある。又、新設加入金を営業収益に加算することで利益
余剰分として積立てられ必要な時に補填財源として確保す
べき。公平で適正な水道料金設定となるよう見直すべき。

「防災・減災」への取組みとして、「いずみスクエア」は、
生涯学習の拠点として利用されるとともに、住民の防災意
識の高揚の場として、また、災害発生時には避難所として
有効に機能するものである。教育面では、義務教育学校
の令和４年度の開校に向け、 〔仮称〕王寺義務教育学校

（北）に係る建設用地の確保などの準備を進められている。
観光面では、他市町と連携し広域で取組まれ、観光協会
を通じて様 な々イベントを開催されるなど、町民のふるさと
意識の醸成とまちの魅力の発信、観光産業の振興に努め
られた。財政においては、健全な状態を維持しながら、く
らし満足度の高いまちづくりを進められ、積極的な財源確
保と適切な予算執行に努められ黒字決算であった。

高齢化の進展や生活習慣病の増加に伴い医療費が増加
している中、健全な決算である。又、第 2 期データヘルス
計画に基づく保険事業の実施等により、１人あたりの医療
費が減少に転じ、滞納世帯数、滞納額とも減少した。

高齢者の医療費を社会全体で支え合うため、高齢者と現
役世代の負担を明確にし、高齢者が安心して医療を受け
られるよう創設された制度で、奈良県後期高齢者医療広
域連合と連携して運営され、適正に予算執行されている。

地域支援事業では、「パワーリハビリ」や「ちゃれんじデラッ
クス教室」の実施のほか、認知症施策の推進として、認知
症初期集中支援チームの活動やH30 年度には、「王寺町見
守りネット」事業の実施等、適正に予算が執行された。

現状に見合った適切な料金体系や新設加入金の運用により
施設の維持管理や建設改良を計画的に実施され、県営水
道 100％による全町配水を開始し、災害時にも水道水の供
給が行えるよう準備され、健全な財政運営がなされている。

小山　郁子議員

幡野　美智子議員

幡野　美智子議員

幡野　美智子議員

小山　郁子議員

松岡　まさゆき議員

大久保　一敏議員

楠本　勝議員

坂下　早苗議員

若林　かずみ議員

反対討論

反対討論

反対討論

反対討論

反対討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

平成 30 年度王寺町　一般会計　歳入歳出決算の認定について

平成 30 年度王寺町　国民健康保険特別会計　歳入歳出決算の認定について

平成 30 年度王寺町　後期高齢者医療特別会計　歳入歳出決算の認定について

平成 30 年度王寺町　介護保険特別会計　歳入歳出決算の認定について

平成 30 年度王寺町　水道事業会計　決算の認定について

議案名 結　果

王寺町教育委員会の委員の任命同意について 原案同意

人権擁護委員の推薦について 原案推薦

平成３０年度王寺町決算特別委員会の設置について 原案可決

平成３０年度王寺町決算特別委員会の委員の選任について 原案可決

業務用パソコンの購入契約について 原案可決

大和川上流域における治水事業の促進を求める意見書について 原案可決

大和川流域における治水事業の促進を求める意見書について 原案可決

平成３０年度王寺町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

令和元年度王寺町一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

令和元年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

令和元年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

令和元年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係条例の整備に関する条例の制定について 原案可決

王寺町印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決

王寺町税条例等の一部を改正する条例について 原案可決

王寺町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

王寺町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

王寺町上水道給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

王寺町野外キャンプ場条例の一部を改正する条例について 原案可決

起立採決　議案

全会一致　議案

本会議トピックス

※「平成３０年度王寺町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について」は全会一致で原案認定
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大和川上流域における治水事業の促進を求める意見書
　近年、梅雨前線に伴う豪雨や台風等により、全国的に甚大な災害が頻発しています。
　平成３０年７月豪雨では、西日本から東海地方を中心に広い範囲で大雨が続き、７月の月降水量平年値の２か
ら４倍となる大雨となったところがあり、７月５日から８日にかけては、西日本付近に停滞した梅雨前線に向けて、
極めて多量の水蒸気が流れ込み続けるとともに、局地的には線状降水帯が形成され、持続的な大雨がもたらされ、
特に広島県で１１５人、岡山県で６６人の方が亡くなられました。
　奈良県におきましても、奈良市から生駒山地にかけて雨量が多い状況で、７月５日から６日の夜にかけ、大和
川流域で最大１時間降水量約３１ｍｍを記録し、内水による家屋浸水などの被害が発生しており、また１人が亡く
なられています。
　平成２９年１０月の台風２１号では、大阪府内柏原地点上流域において、１２時間雨量１５５ｍｍを記録し、こ
の雨による出水で、大和川は奈良県内藤井水位観測所において、観測史上最高の１０．１６ｍの水位を観測後計
測不能となり、奈良県内王寺水位観測所においても、観測史上最高の８．１４ｍの水位を観測し、水位は堤防の
天端付近まで上昇し、奈良県内立野南地点では溢水による洪水の被害が生じるとともに、流域全体では、内水
によるものも含め家屋の一部損壊、床上浸水が発生しました。
　国土交通省におかれては、平成２９年度補正、平成３０年度補正、令和元年度当初予算を確保され、緊急的
に河道掘削、樹木伐採などの河川改修事業や斑鳩町の三代川地区、目安地区、川西町の保田地区、唐院地区、
安堵町の窪田地区の合計約１１０万㎥の大和川中流遊水地事業を進め、治水安全度向上に尽力いただいていると
ころです。
　また、奈良県におかれても、昨年５月より新たな「ためる対策」として、内水による家屋の床上・床下浸水被
害の解消のため、県と市町村が連携し、必要な貯水施設等を適地に整備する「奈良県平成緊急内水対策事業」
を進めていただいています。
　度重なる河川の増水等による浸水被害は、地域に暮らす人々の生活に及ぼす影響はまさに深刻で計り知れない
ものがあり、浸水被害の解消は極めて重要な国の施策課題であります。
　王寺町、三郷町、天理市、斑鳩町、安堵町、川西町、河合町、大和郡山市の２市６町で組織する大和川改修
促進期成同盟会では、毎年、地域の保全と住民の生命・財産を守り、安全で豊かな地域づくりのため、治水事
業の促進をはじめ、美しい水環境の実現や貴重な親水空間の利活用の促進に努力されております。
　大和川流域は、奈良県の人口の約９割にあたる１３０万人が居住し、政治・経済の中枢施設を多数抱える大変
重要な地域であり、これら土地利用の高度化に伴う流出形態の変化に対する治水施設の安全度は、相対的に低
下しつつあり、頻発する災害はますます多様化し、激甚の度を加えて来ております。
　大和川は、奈良盆地の水を一同に集水し、県境の亀の瀬峡谷を経て大阪平野へと流れていますが、大和川上
流部は、亀の瀬地区の挟窄部により大和川がせき止められ、急激な水位上昇と内水浸水を起こす特徴があります。
　今日の財政をとりまく情勢は誠に厳しいものがありますが、国民の安全と安心を確保することは、国の基本的
な責務であり、治水事業を含めた公共事業の推進が必要不可欠であります。
　以上のような事情をご高察いただき、大和川上流域における治水事業の促進につきまして特段のご配慮を賜り
ますよう強く要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
　令和元年９月１０日

王　寺　町　議　会
意見書提出先
　国土交通大臣、財務大臣、総務大臣、水管理・国土保全局長

大和川流域における治水事業の促進を求める意見書
　近年、地球温暖化に伴う気候変動が激化し、平成３０年７月豪雨や平成２９年台風２１号など、全国的に局地
的な豪雨が著しく多発し、降雨量が観測史上最大となるなど、激しい気象現象が頻発しており、河川の氾濫、
護岸の崩壊、山沿いでは崖崩れが多発し、甚大なる被害を受けるなど、そのダメージはまさに壊滅的なものです。
　平成２９年の台風２１号の豪雨では、計画高水位を超える水位に達するなど、弱小堤防の強化、疎通能力の不
足箇所の解消、内水対策に加え、緊急に流域住民の生命・財産を守る溢水対策の改修事業の促進が必要となっ
ています。
　県におかれては、平成２９年の台風２１号の被害を鑑み、新たな「ためる対策」として、内水による家屋の床上・
床下浸水被害の解消のため、県と市町村が連携し、必要な貯留施設等を適地に整備する「奈良県平成緊急内水
対策事業」の推進をはじめ、今後ますます流域の関係者による一体的な取組が不可欠になると考えています。
　従いまして、本事業を強力に推進するため、予算確保や補助制度の充実を図るとともに、大和川改修事業予算
の大幅な増額措置をさらに継続してもらえるように、国に対してより一層の財政援助を働きかけていただくようお
願いします。
　王寺町、三郷町、天理市、斑鳩町、安堵町、川西町、河合町、大和郡山市の２市６町で組織する大和川改修
促進期成同盟会では、地域の保全と住民の生命・財産を守り、安全で豊かな地域づくりのため、治水事業の促
進だけでなく、大和川の水質改善、景観対策など美しい水環境の実現に努力されております。
　今日の財政をとりまく情勢は誠に厳しいものがありますが、次世代に負担を残さない、災害に強い安全な国土
を造り上げるためには、治水事業を含めた公共事業の推進が必要不可欠であります。
　以上のような事情をご高察いただき、大和川流域における治水事業の促進につきまして特段のご配慮を賜りま
すよう強く要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
　令和元年９月１０日

王　寺　町　議　会
意見書提出先
　奈良県知事、県土マネジメント部長、高田土木事務所長

荒井知事に意見書を提出する中川議長荒井知事と各市町議長との意見交換

大和川流域治水事業の早期実現に向け、
王寺町の主導により２市６町の議会で可決

国・県への意見書提出
（王寺町、三郷町、天理市、斑鳩町、安堵町、川西町、河合町、大和郡山市）

※９月１０日本会議において、全会一致で意見書の提出が決定されました。

※９月１０日本会議において、全会一致で意見書の提出が決定されました。

意 見 書

意 見 書

本会議トピックス
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一般会計決算額平成30年度

９
月
12
日　

平
成
３０
年
度
各
会
計
の
決
算
を
審
査

決
　
算

原案
認定

96億6千735万9千円
92億6千817万円

区   分 平成３０年度 平成２９年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ９６億６千７３５万９千円 ９２億７千７９９万１千円 ４．２
歳 出 総 額 ９２億６千８１７万円 ８９億４千９０４万３千円 ３．６
歳 入 歳 出 差 引 額 ３億９千９１８万９千円 ３億２千８９４万８千円 ２１．４
翌年度へ繰越すべき財源 １億１千３万円 ５千２４万２千円 １１９．０
実 質 収 支 額 ２億８千９１５万９千円 ２億７千８７０万６千円 ３．８

区   分 平成３０年度 平成２９年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ２４億６千６０５万６千円 ２９億１千５３３万３千円 △１５．４
歳 出 総 額 ２４億２千７３９万１千円 ２７億９千２１万８千円 △１３．０
歳 入 歳 出 差 引 額 ３千８６６万５千円 １億２千５１１万５千円 △６９．１
翌年度へ繰越すべき財源 0円 0円 －
実 質 収 支 額 ３千８６６万５千円 １億２千５１１万５千円 △６９．１

区   分 平成３０年度 平成２９年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ３億４千４６８万円 ３億２千９３１万９千円 ４．７
歳 出 総 額 ３億４千４１２万１千円 ３億２千８５６万円 ４．７
歳 入 歳 出 差 引 額 ５５万９千円 ７５万９千円 △２６．４
翌年度へ繰越すべき財源 0円 0円 －
実 質 収 支 額 ５５万９千円 ７５万９千円 △２６．４

区   分 平成３０年度 平成２９年度 増減率（％）
歳 入 総 額 １０億１千８６５万円 ９億６千７４１万８千円 ５．３
歳 出 総 額 １０億９９９万円 ９億２千３６５万３千円 ９．３
歳 入 歳 出 差 引 額 ８６６万円 ４千３７６万５千円 △８０．２
翌年度へ繰越すべき財源 0円 ７千円 皆減
実 質 収 支 額 ８６６万円 ４千３７５万８千円 △８０．２

区   分 平成３０年度 平成２９年度 増減率（％）
歳 入 総 額 １８億８千９０１万９千円 １８億４千４２１万４千円 ２．４
歳 出 総 額 １８億４千７８７万１千円 １７億９千６２０万７千円 ２．９
歳 入 歳 出 差 引 額 ４千１１４万８千円 ４千８００万７千円 △１４．３
翌年度へ繰越すべき財源 0円 0円 －
実 質 収 支 額 ４千１１４万８千円 ４千８００万７千円 △１４．３

区   分 平成３０年度 平成２９年度 増減率（％）
収 入 総 額 ６億１千８１７万８千円 ７億７千９０１万６千円 △２０．６
支 出 総 額 ５億６千８２８万４千円 ８億４千６７万２千円 △３２．４
収 支 差 引 額 ４千９８９万４千円 △６千１６５万６千円 －

区   分 平成３０年度 平成２９年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ５１０万３千円 ４３３万５千円 １７．７
歳 出 総 額 ４６９万２千円 ２９２万２千円 ６０．６
歳 入 歳 出 差 引 額 ４１万１千円 １４１万３千円 △７０．９
翌年度へ繰越すべき財源 0円 0円 －

実 質 収 支 額 ４１万１千円 １４１万３千円 △７０．９

区   分 平成３０年度 平成２９年度 増減率（％）
収 入 総 額 ３千９７６万５千円 ５千５２３万３千円 △２８．０
支 出 総 額 １億２千３４０万４千円 ２億８８０万３千円 △４０．９
収 支 差 引 額 △８千３６３万９千円 △１億５千３５７万円 －

【　一　般　会　計　】

【国民健康保険特別会計】

【後期高齢者医療特別会計】

【下水道事業特別会計】

【介護保険特別会計】

【水道事業会計】

（介護保険事業）

（収益的収支）

（介護サービス事業）

（資本的収支）

＜平成３０年度　決算特別委員会委員＞
・委員長：北村　達夫　・副委員長：小山　郁子
・委　員：議長及び議会選出監査委員を除く全議員

下記の決算報告を受けています。
　○ 平成３０年度王寺町土地開発公社
　○ 平成３０年度王寺地域振興株式会社
　○ 平成３０年度王寺都市開発株式会社

挙手多数　認定

挙手多数　認定

挙手多数　認定

全会一致　認定

挙手多数　認定

挙手多数　認定

歳入

歳出

報告事項
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総
務
文
教
９
月
17
日　

補
正
予
算
・
条
例
の
制
定
・
改
正
を
審
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歳入歳出予算の総額にそれぞれ、４億８千７５８万９千円を増額し、総額９８億８６４万１千円とするもの。
主なものは下記のとおり

【歳出】財政調整基金積立金（２億６千８２４万６千円）
王寺南駅前トイレ改修工事（１千９５０万円）
葛下内水対策貯水池整備事業（１億円）
王寺東公園整備工事（５００万円）
野外キャンプ場リニューアル工事（４千１６０万円）

【歳入】普通交付税（５千９６０万５千円）
繰越金（２億８千９１４万９千円）
葛下内水対策貯水池整備事業積（１億円）

【趣旨】 あらゆる世代の人が、自然に触れ親しみ安心して遊べる場所を提供するため、王寺町菩提キャンプ場をリ
ニューアルするにあたり、民間事業者のノウハウを活用する指定管理者制度を導入できるよう、本条例の一
部を改正するもの

【改正内容】指定管理者制度導入に必要な次の６条を加えるほか、必要な文言整理を行うもの
〇第１３条　指定管理者による管理
　　　　　⇒キャンプ場の管理を指定管理者に行わせることができる旨などを定めるもの

〇第１４条　指定管理者の公募
　　　　　⇒指定管理者を指定しようとするときは、公募を行う旨を定めるもの

〇第１５条　指定管理者の指定の手続
　　　　　⇒指定管理者の指定を受けようとする者が行うべき手続について定めるもの

〇第１６条　指定管理者の選定と指定の方法
　　　　　⇒キャンプ場の設置目的を最も効果的に達成することができると認められるものを選定し、議会の議

決を経て指定管理者として指定するもの
〇第１７条　指定管理者の業務
　　　　　⇒指定管理者が行う業務の範囲について定めるもの

〇第１８条　利用料金の収受等
　　　　　⇒キャンプ場に係る利用料金を指定管理者の収入として収受させることができる。利用料金は別表で定

める額の範囲内において、あらかじめ教育委員会の承認を受けて指定管理者が定めるもの
【施行期日等】

〇施行期日を定めるほか、必要な経過措置等を設けるもの
〇施行期日：令和２年４月１日（準備行為：公布の日）

【概要】
〇「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法

律（以下「一括整備法」）」が成立、公布されたことに伴い、成年後見人制度を利用していることを
理由として資格等から一律に排除するのではなく、それぞれの資格等にふさわしい能力があるか
どうかを個別的・実質的に審査し、判断する仕組みに改正

〇本案件は、一括整備法により影響を受けることとなる本町の関係例規について必要な整備を一括
して行うもの

【改正条例】
〇一般職の職員の給与に関する条例の一部改正（第１条関係）
　⇒職員が成年被後見人等に至ったことをもって当然に失職することがなくなることから、不要とな

る規定を削るもの
〇王寺町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正（第２条関係）
　⇒一括整備法により「児童福祉法」が改正され、欠格条項を規定した法第３４条の２０第１項第１

号が削られたため、当該箇所を引用する本条例について、号ずれの整備を行うもの
〇王寺町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正（第３条関係）
　⇒欠格条項を規定した条例第４条の規定中「成年被後見人等は、消防団員となることができない」

とする規定を削り、その他所要の文言整理を行うもの
【施行期日】令和元年１２月１４日

【趣旨】地方税法等の改正に伴い、関係する規定を整備するため、所要の改正をするもの
【改正内容】

〇個人住民税について、児童扶養手当を受給している未婚のひとり親のうち、前年の合計所得金額
が１３５万円以下の世帯については、個人住民税を非課税とするもの〔施行期日 :R3.1.1〕

〇軽自動車税について、① R1.10.1から導入される環境性能割について、R1.10.1から R2.9.30 までの
間に取得した自家用乗用車に対して税率を 1% 軽減〔施行期日 :R1.10.1〕、②種別割のグリーン化特
例（軽課）適用期間を２年間（R3.3.31まで）延長〔施行期日 :R1.10.1〕、③電気及び天然ガス軽自動
車で自家用乗用車は種別割のグリーン化特例適用期間を更に２年間（R5.3.31まで）延長〔施行期
日 :R3.4.1〕、④軽自動車税の環境性能割の課税免除特例に係る規定の整備（王寺町税条例等の一
部を改正する条例の一部改正）〔施行期日 : 公布の日〕

〇スマートフォンやパソコンを使い、町の LINE 公式アカウントや公式サイトで、役場への問い合わせができるもの
〇平日、休日問わず、２４時間、人工知能（ＡＩ）が自動応答するもの
〇住民サービスの向上と職員の負担軽減に向けた取組みとして、奈良県と一体となって推進
〇今年度中に発生する費用（導入・運用保守）は奈良県の全額負担
〇１０月１日からサービス開始

〇「町営プール」部分は、
解体完了

〇「公民館」及び「体育館」
部分は、内装、躯体及び
土間基礎の解体が完了

〇工事の進捗率は６５％
〇今後、「町営プール」部分

は、砕石を敷設して整地
し、「公民館」及び「体育
館」部分は地中杭を解
体 ・撤去する。

【補正予算】【条例改正】

【条例制定】

【条例改正】

【報告事項】

令和元年度王寺町一般会計補正予算（第2号）について王寺町野外キャンプ場条例の一部を改正する条例について

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るため
の関係条例の整備に関する条例の制定について

王寺町税条例等の一部を改正する条例について

問い合わせ自動応答サービス導入事業（県との共同事業）の進捗状況について

泉の広場公民館・体育館・町営プール解体工事の進捗状況について

【全会一致　可決】【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

泉の広場公民館・体育館・町営プール解体工事現場（令和元年9月）
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（下水道事業）
〇汚水２１－４－１号線管渠築造工事（本町４丁目）
　⇒公共下水道未普及区域の工事で、下期発注予定
〇本町４丁目地内マンホールポンプ設備工事（本町４丁目）
　⇒布設する管渠が自然流下で排水できないため、ポンプ圧送設備を整備する工事で、下期発注予定

（上水道事業）
〇第２浄水場自家発電施設設置工事（明神４丁目）
　⇒停電時に制御設備及びポンプ設備の電源を確保する工事（進捗率：約２０％）
〇張井地区配水管改良工事（仮設）（本町１丁目）
　⇒令和元年８月２２日に入札し、植田水道工業所が落札（進捗率：約８０％）
〇張井地区配水管改良工事（本設）（本町１丁目）
　⇒令和元年８月２２日に入札し、千葉水道工業所㈱が落札し、９月下旬に着手
〇県道畠田藤井線配水管改良工事（その１）（本町４・５丁目）
　⇒令和元年８月２２日に入札し、㈱吉川設備王寺営業所が落札し、９月１７日に着手
〇県道畠田藤井線配水管改良工事（その２）（本町４・５丁目）
　⇒老朽管更新計画に基づき、平成２７年度からの継続事業で、下期発注予定

〇計画期間：令和２年度から令和６年度までの５ヶ年間
〇「子ども・子育て会議」の開催：学識経験者など１５名の委員で構成され、５回を予定
〇策定スケジュール
　・５・６月：昨年実施したアンケート（就学前児童と小学生をもつ保護者が対象）から現状把握や課題を抽出
　 ・７・８月：計画の骨子案作成
　・今後の予定：計画の素案作成、パブリックコメントの実施、令和２年３月完成予定

〇県営水道への給水転換により、浄水場としての役目を終えた跡地利用（案）
　・子育てアンケート結果に基づき、「桜・多彩な遊具・芝生公園・展望台」をキーワードに児童公園の整備を計画
　・既存の桜に加え、開花時期の異なる桜を植樹して長く桜を楽しむことができる公園整備を検討
　・大広場や複合遊具を整備し、遊びやスポーツ、住民活動の場など多目的な利用を想定
　・展望デッキの設置
　・旧水道庁舎の耐震補強を行い、トイレの改修や休憩所、授乳室などの整備を検討

〇申請件数：６件
〇９月中に申請者宅の現地調査を実施し、自治会長と民生児童委員に報告する予定

道路新設改良費（２５％）、舗装新設改良費（１９％）、道路維持費（７５％）、水路新設改良費（７５％）、
水路維持修繕費（８６％）で、全体で６７．３％の執行率

令和元年度王寺町公共下水道事業及び上水道事業の進捗状況について

第２期王寺町子ども・子育て支援事業計画について

王寺町第１浄水場跡地利用（案）について

やわらぎ安心（戸別）収集申請状況について

令和元年度町内要望土木工事の進捗状況について

委員会のうごき

く
ら
し
環
境
９
月
17
日　

補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
を
審
査

【補正予算】

【条例改正】

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、４千１４８万４千円を増額し、総額２３億８千５４８万４千円とするもの

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、５４万９千円を増額し、総額３億７千１５４万９千円とするもの

介護保険事業で、歳入 歳出予算の総 額にそれぞれ、４千５３１万６千円を増額し、総 額
２０億７千３１万６千円とし、介護サービス事業で、歳入歳出予算の総額にそれぞれ、４０万１千円
を増額し、総額３９７万１千円とするもの

【趣旨】社会において旧氏（旧姓）を使用しながら活動する女性が増えている中、様々な活動の
場面で旧氏を使用しやすくするという女性活躍推進の観点から、住民基本台帳法施行令等の一
部改正が行われたことにより、氏に変更があった者は、住民票に旧氏の記載を求めることがで
きることとされたもの

【改正内容】
印鑑登録において、旧氏での登録ができるよう所要の改正を行うとともに、条文中の文言整理を行う

【施行期日】令和元年１１月５日

【趣旨】「災害弔慰金の支給等に関する法律」及び「災害弔慰金の支給等に関する法律施行令」
で規定される災害援護資金の貸付けについて、償還金支払猶予の明確化、償還免除対象範囲
の拡大等について一部が改正されたことにより、本条例について所要の改正をするもの

【改正内容】
　①償還金支払猶予
　　⇒災害その他やむ得ない理由により、支払期日に償還金を支払うことが著しく困難になった

と認められるときは、償還金の支払を猶予することができること
　②償還免除対象範囲の拡大
　　⇒災害援護資金の貸付けを受けた者が死亡したとき又は著しい障害を受けたときに加え、

貸付けを受けた者が破産手続開始の決定又は再生手続開始の決定を受けたときは、償還
を免除することができること

　③償還免除等のための調査権限の付与
　　⇒償還金の支払を猶予し又は償還を免除するか否かを判断するために必要があると認めら

れるときは、貸付けを受けた者又はその保証人の収入や資産の状況について報告を求め又
は官公署に対し必要な文書の閲覧若しくは資料の提供を求めることができること

【施行期日】公布の日

【趣旨】子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の公布に伴い、本年１０月に予定されている
幼児教育・保育の無償化を実施するため必要な改正をするもの

【改正内容】
　〇子ども・子育て支援法において、「支給認定」という用語を「教育・保育給付認定」に改正

されることに伴い、本条例においても用語を改正するもの
　〇無償化による改正（町立幼稚園の利用者負担額を削る。）

【施行期日】令和元年１０月１日

令和元年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

令和元年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

令和元年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

王寺町印鑑条例の一部を改正する条例について

王寺町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

王寺町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に
関する条例の一部を改正する条例について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【条例改正】

【報告事項】

【趣旨】水道法の改正により、指定給水装置工事事業者の指定の更新制が導入されることに伴い、指定給
水装置工事事業者に係る更新手数料を新設するとともに、水道法施行令の改正により条ずれが生じたため
必要な改正をするもの

【改正内容】
　〇指定給水装置工事事業者の更新手数料を追加
　〇水道法施行令の改正に伴い、条ずれが発生したため本条例について必要な整備を行うもの

【施行期日】令和元年１０月１日

王寺町上水道給水条例の一部を改正する条例について 【全会一致　可決】
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一
般
車
両
往
来
に

よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
危
惧

さ
れ
る
と
い
う
報
告
が
あ
っ

た
。
結
果
を
踏
ま
え
、
山
頂

ま
で
は
今
ま
で
通
り
歩
い
て

の
登
山
を
基
本
と
し
、
維
持

管
理
面
で
一
部
区
間
の
拡
幅

や
山
頂
駐
車
場
の
整
備
等
、

新
た
な
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
ト

や
四
季
折
々
の
花
を
鑑
賞
で

き
る
回
廊
の
検
討
を
考
え
て

い
る
。
最
終
形
は
ま
だ
未
確

定
だ
が
、
５
つ
の
世
界
遺
産

ビ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
場
所
を

恒
久
的
に
町
の
施
設
と
し
て

自
然
公
園
の
整
備
を
図
る
。

財
源
は
、
地
方
創
生
交
付
金

な
ど
の
、
有
利
な
財
源
を
活

用
す
る
。

町
長
　
当
面
の
課
題

と
し
て
の
公
共
施

設
の
再
検
討
と
し
て
、
観

光
客
の
受
入
環
境
整
備
で
、

利
用
客
が
最
も
必
要
と
す

る
施
設
で
あ
る
、
公
共
ト

イ
レ
の
整
備
が
喫
緊
の
課

題
。
西
駐
輪
場
並
び
に
南

駐
輪
場
の
老
朽
化
し
た
ト

イ
レ
に
つ
い
て
県
補
助
金

で
改
修
工
事
を
行
う
。
南

南
駅
前
の
公
共
施
設

の
再
検
討
に
つ
い
て
。

駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

熱
中
症
対
策
は
今
後
、
既

存
施
設
に
影
響
の
な
い
対

策
を
検
討
。
又
、
東
公
園

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
隣

接
の
ホ
テ
ル
整
備
に
合
わ

せ
公
園
利
用
者
の
快
適
性

の
向
上
を
図
る
。
南
駅
前

の
公
共
施
設
の
整
備
を
検

討
す
る
に
あ
た
り
、
国
・

県
補
助
金
等
の
財
源
確
保

を
図
り
、
又
、
交
通
事
業

者
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
実
施
に
向
け
て
進
め
る
。

町
長　

10
月
19
日
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奈
良
県

防
災
士
会
の
協
力
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
は

じ
め
、
町
内
の
防
災
士
の
方

に
一
堂
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
皆

さ
ん
の
理
解
を
得
た
上
で
、

王
寺
町
防
災
士
会
と
し
て
の

組
織
化
の
実
現
を
図
り
た
い
。

又
、
各
自
主
防
災
組
織
に
お

い
て
、
複
数
の
防
災
士
が
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
の

支
援
拡
充
も
図
っ
て
い
き
た

い
。

町
内
の
防
災
士
の

方
々
と
町
と
の
連
携

に
つ
い
て
。

災
害
時
に
赤
ち
ゃ
ん

の
命
を
つ
な
ぐ
貴
重

な
栄
養
資
源
で
あ
る
「
国
産

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
」
の
備

蓄
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

防
災
備
蓄
と
し
て
「
国
産
乳
児
用
液
体

ミ
ル
ク
」
の
災
害
時
の
活
用
に
つ
い
て

町
長　

王
寺
町
と

し
て
で
き
る
だ
け
早

く
今
年
度
か
ら
で
も
、
先

行
事
例
や
近
隣
町
の
調
達

状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

粉
ミ
ル
ク
に
加
え
て
液
体

ミ
ル
ク
の
調
達
を
始
め
て

い
き
た
い
。
そ
れ
と
と
も

に
、
住
民
の
方
へ
も
自
宅
で

の
備
蓄
と
し
て
の
啓
発
を

進
め
た
い
。
す
く
す
く
広

場
な
ど
の
集
ま
り
の
場
で
、

周
知
を
図
る
目
的
と
し
て
、

備
蓄
品
の
液
体
ミ
ル
ク
の

試
飲
（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
方
式
に
よ
る
）
な
ど
の

取
組
み
も
、
助
産
師
等
と

相
談
の
上
、
早
期
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

近
年
の
豪
雨
や
大
規

模
地
震
等
に
よ
り
、

多
く
の
た
め
池
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
町
で
は
国
の
補
助

金
を
受
け
、
今
年
度
の
新

規
事
業
と
し
て
、
町
内
60

箇
所
の
た
め
池
の
危
険
性

等
の
調
査
を
予
定
し
て
い

町
長　

国
や
県
の
基

準
に
基
づ
き
、
特
に

決
壊
し
た
場
合
、
被
害
が
出

る
可
能
性
が
大
き
い
防
災
重

点
た
め
池
を
含
む
町
内
全
た

め
池
60
箇
所
を
対
象
と
し
た
、

た
め
池
防
災
対
策
調
査
業
務

を
予
定
し
て
い
る
。
内
容
は
、

た
め
池
点
検
の
実
施
に
つ
い
て

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
次
年
度
か
ら
改
修
工
事
を
進
め
る

防
災
備
蓄
と
し
て
粉
ミ
ル
ク
に
加
え

て
液
体
ミ
ル
ク
の
調
達
も
始
め
た
い

①
構
造
的
危
険
度
の
詳
細
調

査
を
目
視
で
実
施　

②
た
め

池
マ
ッ
プ
、
浸
水
想
定
区
域

図
の
作
成
及
び
老
朽
度
調
査

③
防
災
重
点
た
め
池
の
再
選

定
及
び
た
め
池
台
帳
の
整
備
。

国
の
補
助
金
を
確
保
し
、
９

月
以
降
、
専
門
的
な
団
体
に

委
託
。
調
査
の
結
果
、
防
災

重
点
た
め
池
に
再
指
定
さ
れ

た
緊
急
度
の
高
い
た
め
池
か

ら
、
水
利
組
合
と
協
議
し
、

次
年
度
以
降
の
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
改
修
し
、
地
域

の
安
全
確
保
を
図
る
。

坂下 早苗 議員
（公明党）

北村 達夫 議員
（無所属）

る
。
調
査
状
況
を
伺
う
。

沖　優子 議員
（無所属）

楠本 勝 議員
（無所属）

観
光
と
し
て
、
お
金

を
落
と
し
て
い
た
だ

く
ポ
イ
ン
ト
は
。

町
長　

明
神
山
だ
け

で
な
く
、
来
年
に
開

業
予
定
の
ホ
テ
ル
や
周
辺

観
光
施
設
を
総
合
的
か
つ

有
利
的
に
結
び
付
け
ら
れ

る
か
、
ア
イ
デ
ア
や
知
恵

の
出
し
ど
こ
ろ
と
考
え
る
。

学
路
を
重
点
的
に
具
体
的

な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
。

「
王
寺
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー

事
業
の
進
捗
状
況
」
に
つ
い

て
。

王
寺
町
で
は
今
年
度

事
業
と
し
て
、
国
・

県
の
補
助
金
（
特
定
財
源
）

の
確
保
を
前
提
に
予
算
化

さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
実
施

予
定
の
事
業
で
、
要
望
ど
お

り
国
・
県
の
補
助
金
が
確
保

で
き
な
い
の
は
、
ど
の
事
業

か
。
又
、
こ
れ
に
対
し
、
町

町
長　

提
供
会
員
の

募
集
を
７
月
に
実
施

し
た
が
、
現
時
点
で
の
登

録
は
５
名
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

　

本
事
業
は
、
提
供
会
員

が
一
定
程
度
お
ら
れ
な
い
と

成
り
立
た
な
い
事
業
で
あ
る

た
め
、
提
供
会
員
の
増
員
が

最
優
先
で
あ
る
。
依
頼
会
員

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

町
長　

投
資
的
事
業

の
実
施
は
、
国
・
県
補

助
金
等
の
確
保
が
財
政
運
営

上
の
基
本
。
予
算
執
行
で
も

補
助
金
の
内
示
額
に
応
じ
た

執
行
が
基
本
だ
が
、
町
の
課

題
解
決
の
重
要
性
の
判
断
か

ら
、
一
般
財
源
に
よ
り
執
行
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

補
助
金
確
保
の
例
と
し
て
、

菩
提
キ
ャ
ン
プ
場
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
や
観
光
振
興
事
業
で
、

と
し
て
不
足
す
る
事
業
費
の

手
立
て
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

県
補
助
金
の
上
限
額
ま
で
確

保
し
た
。
補
助
金
確
保
が
難

し
い
も
の
に
は
、
畠
田
駅
前
広

場
整
備
事
業
等
が
あ
る
。
畠

田
駅
前
広
場
の
整
備
は
、
県

が
進
め
る
国
道
１
６
８
号
の
４

車
線
整
備
と
の
一
体
的
な
完
成

が
必
要
。
国
や
県
に
そ
れ
を

訴
え
、
補
助
金
確
保
に
向
け

て
要
望
を
継
続
し
て
い
く
。

【
要
望
】
畠
田
駅
前
整
備
に
つ

い
て
、
今
後
の
計
画
等
の
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
正
確
に

住
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

る
た
め
、再
度
募
集
を
行
い
、

一
定
規
模
の
提
供
会
員
を
確

保
し
た
上
で
、
事
業
の
実
施

に
向
け
て
取
組
む
。

一般質問

王寺駅南駅前 悠久の鐘（明神山山頂）
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今
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
王
寺
駅
北
エ
リ

ア
活
性
化
事
業
『
雪
丸
お

さ
ん
ぽ
フ
ェ
ス
タ
』
は
大
い

に
盛
上
り
、
駅
北
の
賑
わ
い

創
出
の
原
動
力
に
な
っ
た

と
と
も
に
同
エ
リ
ア
の
更

な
る
発
展
の
可
能
性
を
感

じ
る
に
至
り
ま
し
た
。
来

地
域
整
備
部
長　

駅

北
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
雪
丸
お
さ
ん
ぽ
フ
ェ
ス

タ
の
他
に
も
民
間
主
体
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

も
盛
上
り
が
見
ら
れ
、
今

後
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組

を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、

駅
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が

連
動
し
た
交
流
で
き
る
場

を
創
出
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
例
え
ば
、
久
度
地
区

を
東
西
に
走
る
県
道
王
寺

停
車
場
線
（
通
称
昭
和
橋

通
り
）
を
歩
行
者
天
国
に
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
、
大
和
川
ふ

れ
あ
い
広
場
の
水
辺
空
間

を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
や

食
の
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に
は

屋
台
村
の
よ
う
な
事
業
者

間
を
つ
な
ぐ
新
た
な
事
業

展
開
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
令
和
２
年

の
ホ
テ
ル
開
業
、
３
年
の
聖

徳
太
子
千
四
百
年
御
遠
忌
、

７
年
の
関
西
万
博
な
ど
多

く
の
人
々
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
で
あ
り
、
駅

北
、
駅
南
両
エ
リ
ア
に
お
い

て
裾
野
の
広
い
観
光
産
業

総
務
部
長　

防
災
無

線
で
の
町
歌
の
定
時

放
送
に
つ
い
て
、
現
在
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
か
ら
変
更
し
、
歌

詞
を
入
れ
て
放
送
す
る
と
、

声
が
聞
こ
え
る
こ
と
で
、
う

る
さ
く
聞
こ
え
る
こ
と
も

想
定
で
き
る
。
他
県
で
歌

詞
入
り
に
変
更
し
た
と
こ

ろ
、
多
数
の
苦
情
が
あ
り

元
に
戻
し
た
事
例
が
数
件

起
き
た
。
王
寺
町
で
は
現

行
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
み
の
放

送
で
も
、
不
快
と
い
っ
た
声

が
数
件
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
町
歌
の
普
及
促
進

は
幼
・
小
・
中
学
校
の
行

事
の
折
や
、
小
学
校
の
授

業
で
も
歌
唱
指
導
が
行
わ

れ
、
ま
た
幼
稚
園
で
は
帰

宅
時
に
歌
詞
入
り
の
歌
を

放
送
し
て
い
る
。
さ
ら
に

町
の
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
で

国
歌
に
続
い
て
町
歌
斉
唱

こ
の
放
送
は
子
供
達

の
安
全
と
健
全
育
成

に
つ
な
げ
、
町
歌
へ
の
親
し

み
を
住
民
の
皆
様
に
持
っ
て

頂
く
目
的
が
あ
る
。
昨
年
７

月
よ
り
放
送
し
て
い
る
が
、

１
年
強
経
過
し
た
今
日
で
も

町
歌
と
認
識
し
て
い
な
い
住

民
が
多
い
。
町
歌
を
よ
り
認

を
し
て
い
る
。
王
伸
９
月
号

で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

町
歌
を
聞
け
る
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。
今
後
も
「
町
歌
」

に
よ
り
親
し
み
を
持
っ
て
頂

け
る
よ
う
な
取
組
み
や
Ｐ

Ｒ
を
継
続
し
た
い
。

　

な
お
、
防
災
無
線
で
の

町
歌
の
定
時
放
送
は
、
他

県
の
事
例
等
を
考
慮
し
、

現
行
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
み
で

行
っ
て
い
く
。

年
に
は
駅
南
に
ホ
テ
ル
が

開
業
し
ま
す
。
駅
の
南
側

は
大
い
に
賑
わ
う
こ
と
が

予
想
で
き
ま
す
が
、
こ
れ

と
と
も
に
駅
北
の
賑
わ
い

を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が

町
全
体
の
活
性
化
を
図
る

上
で
最
重
要
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
そ
の
き
っ
か

識
し
て
頂
く
為
、
歌
詞
を
放

送
す
べ
き
と
思
う
。
歌
詞
に

は
『
大
和
川
』『
や
わ
ら
ぎ

の
鐘
』『
王
寺
』
の
文
言
も
あ

る
。
町
歌
の
認
識
を
深
め
る

た
め
に
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

苦
情
が
多
く
あ
れ
ば
、
元
に

戻
せ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

①
中
央
公
民
館
の
解

体
時
期
、
解
体
後
の

跡
地
利
用
②
中
央
公
民
館

を
含
め
、
王
寺
駅
北
側
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
①　

解
体
の
み

を
先
行
し
て
行
う
の
で

は
な
く
、
現
在
、
策
定
中
で
あ

る
王
寺
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ

住
民
福
祉
部
長　

①

自
衛
隊
法
第
97
条
第

１
項
、
同
法
施
行
令
第
120

条
、
住
民
基
本
台
帳
法
第

11
条
第
１
項
、
同
法
第
37

条
第
１
項
、
個
人
情
報
保
護

条
例
第
10
条
第
１
項
②
閲

覧
で
の
情
報
提
供
で
あ
っ

中
央
公
民
館
の
跡
地
利
用
と
王
寺
駅
北
側

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

駅
北
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

自
衛
官
募
集
事
務
に
つ
い
て
、

今
後
も
自
衛
隊
に
名
簿
を
提
供
す
る
の
か

防
災
無
線
で
の

　
　
　
『
町
歌
』
定
時
放
送
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
皆
様
の
声
を
尊
重
し

　
　
　
　

一
体
事
業
と
し
て
進
め
る

歩
行
者
天
国
、
河
川
敷
で
の
イ
ベ
ン
ト
、

屋
台
な
ど
新
た
な
事
業
展
開
を
検
討

自
衛
隊
か
ら
の
申
請
が
あ
れ
ば
、
提
供
す
る

今
後
も
「
町
歌
」
に
よ
り
親
し
み
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
な
取
組
み
・
Ｐ
Ｒ
を
行
う

く
り
基
本
計
画
に
沿
っ
た
跡
地

利
用
の
事
業
計
画
の
着
手
に

あ
わ
せ
て
一
体
事
業
と
し
て
有

利
な
財
源
を
活
用
し
な
が
ら

進
め
る
。
②
防
災
機
能
を
強

化
し
魅
力
の
向
上
を
図
る
と
い

う
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
で

の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
計
画
策
定
に

た
が
Ｈ
26
年
度
か
ら
紙
で

の
提
供
③
18
歳
１
８
９
人
、

22
歳
２
０
４
人
、
計
３
９
３

人
④
自
衛
隊
か
ら
の
申
請

が
あ
れ
ば
提
供
す
る
。

日
本
平
和
委
員
会
が

各
都
道
府
県
平
和
委

員
会
に
依
頼
し
実
施
し
た

自
衛
官
募
集
に
関
す
る
自

治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
３
８
４
自
治
体
、
７
月

25
日
現
在
）
で
は
、
名
簿

の
提
供
に
応
じ
ず
閲
覧
の

み
63
％
、
提
供
し
て
い
る

33
％
、
閲
覧
を
認
め
て
い
な

い
４
％
。
提
供
し
て
い
る
な

か
で
紙
が
90
％
、
デ
ー
タ
が

５
％
。
王
寺
町
は
紙
で
提
供

し
て
い
る
と
回
答
。
①
ど
の

よ
う
な
法
律
に
基
づ
い
て
の

提
供
か
②
い
つ
か
ら
提
供
し

て
い
る
の
か
③
名
簿
は
18
歳

と
22
歳
か
。
何
人
か
。
④
今

を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
も
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
、
立
案
、
事

業
を
継
続
で
き
る
主
体
性

を
も
っ
た
団
体
の
育
成
と
民

間
事
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
念
頭
に
置
き
、
今

後
も
地
域
の
皆
様
と
と
も

に
王
寺
駅
を
中
心
と
し
た

町
の
活
性
化
に
向
け
た
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

後
も
提
供
す
る
の
か
。

小山 郁子 議員
（日本共産党）

玉守 数叔 議員
（無所属）

解
体
、
跡
地
利
用
等

の
時
期
的
な
目
途
は
。

町
長　

王
寺
駅
南
側

も
含
め
て
考
え
る
必

Ｒ
２
年
度
か
ら
新
た

な
一
般
職
の
非
常
勤

職
員
で
あ
る
「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
が
法
的
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
給
与
は
、
職
務
給

の
原
則
等
に
基
づ
き
適
切
に

定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
①

現
在
の
全
職
員
数
と
臨
時
・

非
正
規
職
員
数
②
今
後
、
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
採
用
に

中
央
公
民
館
を
解
体

し
な
い
こ
と
に
よ
る

維
持
管
理
費
用
を
伺
う
。

今
後
の
久
度
地
区
の

集
会
所
だ
が
、
現
在

の
久
度
の
家
の
場
所
に
第
一

久
度
の
中
央
地
区
の

集
会
所
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
う
。

久
度
地
区
の
住
民
の

方
々
へ
の
説
明
会
な

ど
今
後
、
ど
の
よ
う
に
予
定

し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

①
正
規

職
員
１
６
９
人
、
臨

時
・
非
常
勤
１
８
３
人
（
Ｈ

31
年
４
月
１
日
現
在
）
②
法

律
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

現
在
任
用
し
て
い
る
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
採
用
を
周
知

し
、意
向
調
査
を
行
う
。面
接
、

書
類
選
考
等
に
よ
る
能
力
実

証
の
方
法
に
よ
り
、
選
考
を

行
う
予
定
。
人
員
が
不
足
す

る
部
署
は
公
募
す
る
。
③
採

教
育
次
長　

警
備
保

障
等
の
維
持
管
理
費

程
度
で
あ
り
、
多
額
に
は

な
ら
な
い
。

総
務
部
理
事　

現
在

の
第
一
分
団
屯
所
の

場
所
で
の
建
替
え
を
検
討
。

町
長　

当
面
は
リ
ー

ベ
ル
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
早
く

検
討
す
る
。

副
町
長　

現
在
、
自

治
会
の
役
員
の
方
々

と
行
っ
て
い
る
懇
談
会
の
成

果
を
地
域
住
民
の
皆
様
に
ど

の
よ
う
に
お
知
ら
せ
す
る
か

を
懇
談
会
で
相
談
し
た
い
。

【
要
望
】
住
民
説
明
会
等
、

地
域
住
民
の
皆
様
に
説
明

す
る
機
会
を
早
期
に
作
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

大久保 一敏 議員
（無所属）

若林 かずみ 議員
（無所属）

取
り
組
ん
で
い
る
。
上
位
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
皆
様
の
意
見
を

尊
重
し
、
で
き
る
だ
け
幅
広
い

視
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

け
作
り
や
実
証
実
験
の
舞

台
と
し
て
、
次
回
の
雪
丸

お
さ
ん
ぽ
フ
ェ
ス
タ
を
ぜ
ひ

と
も
活
用
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
の
同

フ
ェ
ス
タ
の
企
画
内
容
を
含

め
、
今
後
の
駅
北
活
性
化

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
い
ま
す
。

用
の
日
か
ら
同
日
の
属
す
る

会
計
年
度
の
末
日
ま
で
の
範

囲
内
で
最
長
１
年
。
再
度
の

任
用
は
可
能
④
フ
ル
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員
は
常
勤

職
員
と
同
様
の
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手

当
に
つ
い
て
は
任
期
が
６
ヶ

月
以
上
に
わ
た
り
１
週
間
の

勤
務
時
間
が
15
時
間
30
分
以

上
の
職
員
に
運
用
す
る
。
⑤

適
正
な
予
算
編
成
の
も
と
経

常
経
費
と
し
て
措
置
す
る
。

つ
い
て
③
任
用
期
間
④
期
末

手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
な
ど
の

支
給
⑤
財
政
措
置
に
つ
い
て
。

分
団
屯
所
が
移
転
し
て
、
集

会
所
と
し
て
の
機
能
を
維
持

す
る
の
か
、
そ
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

要
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
策
定
は
来
年
度
を

想
定
し
て
い
る
が
、
で
き
る

だ
け
早
く
お
示
し
す
る
よ
う

努
め
る
。
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障
害
の
あ
る
方
の
保

護
者
が
亡
く
な
っ
た

時
に
、
そ
の
方
の
生
活
は
ど

う
な
る
の
か
と
い
う
不
安
を

抱
え
る
「
親
な
き
あ
と
の
問

題
」
に
つ
い
て
は
、
障
害
の

あ
る
方
の
保
護
者
に
と
っ
て

切
実
な
悩
み
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
町
の
障
害
者
の
実
態
に

障
害
者
が
自
立
し
た
生
活
を
す
る
た
め

の
施
策
に
つ
い
て

近
隣
市
町
と
連
携
し
、
障
害
者
支
援
の

充
実
を
図
る

住
民
福
祉
部
長　

障
害
の
あ
る
方
の
保

護
者
が
将
来
に
対
す
る
不

安
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
こ

と
は
、
切
実
な
問
題
と
承
知

し
て
い
る
。
①
様
々
な
生
活

の
形
態
が
あ
り
、
現
状
把
握

で
き
る
の
は
、
障
害
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
の

み
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
利
用
者
（
29
名
）、
施
設

入
所
者
（
22
名
）、
グ
ル
ー

議会報告会を開催します！

つ
い
て
、
①
町
内
在
住
の
学

校
教
育
修
了
後
の
障
害
者
の

現
状
②
近
隣
市
町
に
お
け
る

支
援
付
施
設
の
現
状
③
支
援

付
施
設
に
つ
い
て
の
本
町
の

考
え
方
と
施
策
を
伺
う
。

◆視察先：大阪府東大阪市立義務教育学校くすは縄手南校
◆視察日：10月１５日
◆概　要：東大阪市では、平成３１年４月から全２５中学校区で、
小中一貫教育をスタートされた。その中で、義務教育学校として９
年間の一貫教育を実施されている「くすは縄手南校」を視察した。
「くすは縄手南校」は各学年４クラス規模の一小一中の中学校区
で、小中の距離は約８００ｍ（施設分離型）あり学ぶ場所こそ変わ
るものの、子どもたちは小中の９年間をほぼ同じ仲間と過ごしてい
る。また、学校教育に対して非常に協力的な地域で「地域とともに
ある学校」と言うことができる。具体的な小中一貫教育の取組み
として、①小学生が中学校に登校する機会を数多く設定している
こと　②小・中学校の交流学習の実施　③児童会・生徒会交流
の実施　④地域との協働があげられる。担当者によると、交流学
習を中心に様 な々学校行事や地域行事を通じて、小・中学校の教
職員間の連携が強まったとともに、「小学生」にとっては、中学生は
あこがれの存在となり、「中学生」にとっては、小学生に対して思い
やりを持つことができる機会が確実に増え、中学生の成長にとっ
て小学生とのふれあいが大きな役割を果たしているとのこと。子ど
もたちの「あこがれ」と「思いやり」が８００ｍの距離を紡いでいる。

【１回目】
〇日時 : 令和２年２月９日（日） 午後２時～午後４時
〇場所 :いずみスクエア
【２回目】
〇日時 : 令和２年２月２２日（土） 午後２時～午後４時
〇場所 : やわらぎ会館
※１回目、２回目とも同じ内容になります。
　詳細は町広報誌の挟みこみのチラシをご覧下さい。

委員会視察報告（義務教育学校の設置検討調査研究特別委員会）

一般質問

Ｈ
28
年
４
月
に
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施

行
さ
れ
障
害
者
に
対
す
る

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
禁

止
が
求
め
ら
れ
た
。
法
第
５

条
は
行
政
機
関
等
が
事
業

者
に
社
会
的
障
壁
の
除
去

の
実
施
に
つ
い
て
必
要
か
つ

合
理
的
な
配
慮
を
行
う
こ

町
長　

法
が
直
ち
に

合
理
的
配
慮
の
費
用

の
助
成
を
自
治
体
に
求
め
て

い
る
の
で
は
な
い
が
、
既
に

助
成
を
開
始
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
り
、
か
つ
、
総
合
計

画
の
政
策
11
「
障
害
者
支
援

の
充
実
」
を
図
る
た
め
に
も

助
成
は
必
要
と
考
え
る
が
、

障
害
が
あ
る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供

支
援
に
か
か
る
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

町
内
事
業
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
し
、
助
成

実
施
の
必
要
性
・
助
成
額
を
検
討
す
る

町
内
事
業
者
が
合
理
的
配

慮
の
提
供
に
際
し
て
の
支
援

を
ど
れ
だ
け
必
要
と
し
て
い

る
か
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
助
成

実
施
の
必
要
性
、
助
成
額
の

検
討
を
す
る
。
自
治
会
集
会

所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

助
成
等
は
引
続
き
行
い
、
更

に
、
筆
談
ボ
ー
ド
や
簡
易
ス

ロ
ー
プ
等
の
助
成
費
用
に
つ

い
て
、
他
団
体
を
参
考
に
助

成
制
度
を
創
設
し
て
い
く
。

と
を
求
め
て
い
る
。
町
内
事

業
者
、
自
治
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
が
提
供
す
る

支
援
の
費
用
助
成
（
折
り
た

た
み
式
ス
ロ
ー
プ
、
点
字
メ

ニ
ュ
ー
の
作
成
、
筆
談
ボ
ー

ド
な
ど
）
に
取
組
み
、
王
寺

町
総
合
計
画
の
政
策
１１
の

充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

プ
ホ
ー
ム
利
用
者
（
９
名
）

②
Ｒ
１
年
８
月
末
現
在
、
北

葛
城
郡
、
生
駒
郡
、
香
芝

市
の
１
市
８
町
で
の
居
住

系
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
う
ち
、

「
施
設
入
所
支
援
」
の
施
設

数
は
、
香
芝
市
（
２
施
設
）、

三
郷
町
（
１
施
設
）、
上
牧

町
（
１
施
設
）
の
計
４
施
設
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
19
施
設
。

い
ず
れ
も
待
機
者
は
な
い
。

③
将
来
、
保
護
者
が
亡
く

な
っ
た
り
、
高
齢
で
支
援
で

き
な
く
な
っ
た
り
な
ど
、
障

害
を
持
つ
子
ど
も
が
在
宅

鎌倉 文枝 議員
（無所属）

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

町
は
災
害
時
要
支
援

者
名
簿
は
把
握
さ
れ

総
務
部
理
事　

自
治

会
等
と
の
協
定
締

結
、
個
別
支
援
計
画
作
成

を
当
面
の
重
要
課
題
と
し

て
取
組
ん
で
行
く
が
、
災

害
時
の
要
支
援
者
に
対
す

る
支
援
体
制
を
構
築
し
、

早
期
避
難
、
逃
げ
遅
れ
ゼ

ロ
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、

兵
庫
県
な
ど
の
先
進
地
事

例
の
効
果
や
課
題
を
十
分

研
究
し
た
上
で
、
防
災
と

福
祉
が
連
携
し
た
実
効
性

の
あ
る
個
別
支
援
計
画
が

作
成
で
き
る
仕
組
み
作
り

に
取
組
ん
で
行
く
。

て
い
る
が
、
個
別
支
援
計
画

作
成
は
ま
だ
で
あ
る
。
防
災

と
福
祉
の
連
携
と
同
時
に
、

日
常
的
に
接
す
る
介
護
保
険

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
個

別
支
援
計
画
に
加
わ
る
こ
と

で
計
画
も
進
む
の
で
は
な
い

か
。
兵
庫
県
で
は
既
に
実
施

さ
れ
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

王
寺
町
に
お
い
て
も
取
組
ま

れ
た
い
。

で
の
生
活
が
困
難
に
な
っ
た

時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
入

所
施
設
の
整
備
は
必
要
と

考
え
る
。
今
後
、
近
隣
市

町
と
連
携
し
、
障
害
者
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

【
要
望
】
事
業
者
ア
ン
ケ
ー

ト
（
町
独
自
の
商
業
実
態

調
査
）
に
障
害
者
雇
用
の

こ
と
も
盛
り
込
ん
で
も
ら
い

た
い
。

１２月 ５日（木） ９時 ３０分 議会運営委員会
  １０時 ００分 本会議（議事上程）
１２月 ６日（金） ９時 ３０分 本会議（一般質問）
１２月 ９日（月） ９時 ３０分 総務文教常任委員会
  １３時 ３０分 くらし環境常任委員会
１２月 １２日（木） ９時 ３０分 議会運営委員会
  １０時 ００分 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場して下さい。

随時入場できます。

場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付して下さい。

（開始５分前までに受付を済ませて下さい。）

12月定例会の日程（予定）

各委員会

本会議
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この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

全議員研修報告 （滋賀県長浜市・大津市）

長浜市観光振興課担当職員の説明

SL 北びわこ号

膳所駅北側駅前広場

視察の様子

◆実施日：１０月２４日（木）　
◆視察先：滋賀県長浜市役所
◆概　要

①鉄道を利用した観光振興と広域連携について
　⇒「長浜市・敦賀市・南越前町観光連携協議会」を結成

（平成２９年１０月）し観光連携を実施
　⇒駅舎、トンネル群など明治時代の鉄道遺産をはじめとする近代遺

産を活用した観光連携
　⇒２０２３年の北陸新幹線敦賀駅開業に向けた観光連携
　⇒これまでに、ガイドブックやマップの作成のほか、日本鉄道保存協

会総会を長浜市で開催
　⇒引き続き、日本遺産の申請を行っている。
　⇒今後の取組みとして、松本零士氏とのコラボによるSNS周遊キャン

ペーンの実施や鉄道遺産等に関するボランティアガイド研修に取
り組まれる。

②鉄道を活かした湖北地域振興協議会の取組みについて
　⇒湖北地域振興協議会（滋賀県、長浜市、米原市で構成）
　⇒「北びわこ周遊観光キャンペーン」で鉄道利用につながる誘客宣伝

などを実施
　⇒「利用客増進プログラム」でSL北びわこ号運行関連事業などを実施
◆所　見

　「鉄道遺産」の強みを活かした取組みを、長浜市周辺団体と協働で
行われており、日本遺産認定に向けた取組みも行われている。「鉄道の
まち」として発展してきた本町にとって、鉄道を活かした観光振興や地
域連携は参考になった。

◆実施日：１０月２５日（金）　
◆視察先：滋賀県大津市役所・膳所駅北側駅前広場
◆概　要

①膳所駅周辺整備推進事業について
（事業期間：平成２３年度～平成３０年度）
　⇒JR膳所駅は、（通称）バリアフリー新法により整備が必要な駅の中

で、唯一バリアフリー化されておらず、また、駅周辺の歩行者ネット
ワークも非常に弱いため、狭い駅前広場などの早急な整備が必要
であった。

　⇒平成２３年６月に滋賀県知事より事業認可を受け、社会資本整備
総合交付金の対象事業として平成２３年度に事業着手

②膳所駅北側駅前広場の現地視察
　⇒面積約３，５５０平方メートル、タクシー乗場（２台）、タクシー待機場

（４台）、一般乗降場（４台・思いやり乗降場１台分含む）
　⇒障害者用駐車場スペースや思いやり乗降場などの整備とともに、

バリアフリー化が図られ安全な歩行空間が確保されている。
　⇒膳所駅南北連絡道路にはエレベーター（２基）、エスカレーター（２

基）が設置されており、バリアフリー化が図られている。　
◆所　見

　本町では、JR畠田駅前広場整備を平成２９年度から事業が実施さ
れている。また、国道１６８号整備の関連もあり、今後、特定財源の確保
の手法など、その進め方が大きな課題である。

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA


